
授業計画書（シラバス）について 

 

●授業計画書（シラバス）の公開方法 

毎年度、各学科専任教員による授業科目の検証が行われ、決定した授業について各授業担当教員によ

り授業計画書（シラバス）が作成される。 

授業計画書（シラバス）は統一書式であり、授業概要、単位数、目標、使用教材、授業計画、成績評価の

方法と基準などを記載している。 

本校学生に対しては、開講後最初の授業で内容の説明をしている。 

一般閲覧希望者に対しては、開講後、本校教務課にて公開している。 

 

●授業計画書（シラバス）について 

学内統一のフォーマットを利用し、記載することが決まっている。 

  ＜本校のシラバス見本＞ 

 

科目コード 年度 対象学年

2025 1

講義 演習 実習・実技

前期 必修 ○ 　 　 32 2

回数 週授業時間数

1週目 2

2週目 2

3週目 2

4週目 2

5週目 2

駿台観光＆外語ビジネスカレッジ大阪授業概要（シラバス）

科目名 学科・コース

韓国語作文＆リスニング

単位数

【授業の概要と目的（何を学ぶか） / Outline and objectives】

基礎韓国語のリスニング能力と韓国語能力試験の作文の4つのパターン中基礎問題である51番問題の作文に慣れていく。

【到達目標 / Goal】 使用教材・参考書・機材等

担当教員 期間 分類
授業方法

授業時数

全般説明とあいさつ 自己紹介・国籍など

基礎を固め、1年次の後期または2年次の前期中に韓国語能力試験3級の合格を目指す。
作文：TOPIKⅡ作文マスター

リスニング：バロ韓国語１～2

【授業の進め方と方法 / Method(s)】

リスニングテキストの内容を理解しながら、活動の部分では関連する内容の作文をする。韓国語能力試験の51番の作文の類型を把握する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施 / Active learning in class (Group discussion, Debate.etc.)】

リスニングのテキストの内容で必要に応じてグループディスカッションや質疑応答を交わす。

【授業計画 / Schedule】

テーマ / Theme 内容 / Contents

TOPIKの作文の仕組み TOPIKの作文の4つのパターンの把握、原稿用紙の書き方

紹介 家族や場所の紹介

TOPIK２　51番の類型 51番問題のパターンを理解した上で練習。

位置/51番の類型 場所の確認、情報など/51番問題の練習（e-,mailの類型）



 

 

6週目 2

7週目 2

8週目 2

9週目 2

10週目 2

11週目 2

12週目 2

13週目 2

14週目 2

15週目 2

16週目 2

合計時間数 32

51番の類型 51番の練習（店の案内）、1回目の課題提出

買い物①/51番の類型 金額、レジでの流れ/51番の練習（会員募集）

約束/51番の類型 場所と時間の確認/51番の練習（連絡と招待）

51番の類型 51番の練習（中古品販売）

生活/51番の類型 宿舎での生活・週末の様子/51番の練習（ホテル問い合わせ）、2回目の課題提出

天気と季節/51番の類型 好きな季節/51番の練習（売り場案内）

交通/51番の類型 交通機関の利用/51番の練習（クラブ案内）

健康/51番の類型 衛生管理、食事など/51番の練習（美術館案内）

宿題：3回の課題提出があり、成績に反映。

51番の類型 51番の練習（ペット失踪案内）、3回目の課題提出

51番の類型 51番の練習（文化センター問い合わせ）

期末テスト リスニングと作文テスト

【実践的教育の場合の学習方法ついて /Learning method of practical education】※実践教育の場合のみ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等） / Work to be done outside of class (preparation, etc.)】

【成績評価の方法と基準 / Grading criteria】

課題（30点）+期末テスト（60点）+平常点（10点）


